
年度 私のSDGs宣言

令和８年度

SDGs達成のために、私自身が取り組める行動として、モノやエネルギーを必要以上に使わない、買いすぎないことを意識したいと考える。これまでの自分の生活を振り
返ると、夏場にはエアコンを長時間つけたままにしてしまったり、外出時にマイボトルを持参せず、自動販売機やコンビニで飲み物を購入することが多かった。また、服に
関しても、流行や安さに影響され、本来必要でない衣服まで購入してしまうことがあった。さらに、食べ物についても、つい多く買いすぎてしまい、結果として食べきれずに
無駄にしてしまう場面があった。このように振り返ると、日常の中で何気なく行っている選択の一つひとつが、資源の無駄遣いや環境への負担につながっていることに気
づかされた。こうした行動を改善するために、今後はマイボトルを持ち歩くことや、エアコンの設定温度や使用時間を見直すことを心がけたい。また、衣服はすぐに新しい
ものを購入するのではなく、手入れをして長く着ることや、本当に必要かどうかを考えてから購入するよう意識したい。さらに、食品についても、必要な分だけを購入し、無
駄を出さないように工夫していきたいと考えている。このように、自分で補える部分は自分で工夫するという意識を持ち、日常生活の中での選択を見直していくことが重要
であると感じた。SDGsの達成は大きな取り組みのように思えるが、まずは自分自身の生活を見つめ直し、小さな行動を積み重ねていくことが、その第一歩になると考え
る。

令和８年度

安い服ばかりをたくさん買うのではなく、本当に気に入った少し高い服をたまに買って大切に着ることで、物の価値を感じながらすぐに捨てようとしない意識が生まれると
思います。また服だけでなく家具や家電、本なども必要以上に買わず長く使うことを意識したいです。使わなくなった物はフリマアプリやリサイクルショップを活用して次に
必要とする人へ渡すことで、ごみを減らすことができます。自分自身もまだ使えそうな中古品を積極的に購入したいです。さらに、買い物の際にはマイバッグやマイボトル
を持参し、プラスチックごみを減らすこともできます。電気や水をこまめに節約したり、食品ロスをなくすために食べきれる量だけ購入したりすることも大切です。このような
日常の小さな行動を積み重ねることで環境を守り、SDGsの達成につながると思います。

令和８年度

私はこれから服を買うとき、本当に必要なものなのか、長く使えるものなのかをしっかり考えてから買うようにしようと思いました。これまでは、ほしいと思ったものをすぐに
買い、着なくなったらすぐに捨てるということを繰り返していました。しかし授業で、服を捨てることが環境破壊につながっていると知り、一着一着の服を大切にしようと思い
ました。また、これまではめんどくさくて試着をしなかったり、通販でサイズ感が分からないまま安いから失敗してもいいという軽い気持ちで買ってしまうことがよくあったの
で、これからは試着をするなどして自分のサイズに合った服を選び、できるだけ買い物の失敗を減らしていきたいと思います。
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令和８年度

・ファストファッションでの購入頻度を減らす
・ZARA や H&M でなんとなく買うをやめる
・流行よりも長く着られるデザインを選ぶ
・1着買う前に「何回着るか」を考える
・洗濯ネットを使ってマイクロプラスチックの流出を減らす
・マイバッグ・マイボトルを持ち歩く
・ストローの使い捨てを避ける
・過剰包装の商品を選ばない
・電気をこまめに消す
・エアコンの温度を適切に設定する
・水を出しっぱなしにしない
・環境や労働環境に配慮した企業の商品を選ぶ
・安さだけでなく「背景（誰がどう作ったか）」を意識する
・SDGsについて学ぶ（授業・ニュース・SNS）
・家族や友達に話して意識を広げる
・SNSで正しい情報をシェアする

令和８年度

私はSDGsの達成に向けて、無理なく自分の生活の中で続けられる行動を見つけることが大切だと感じた。例えば、着なくなった服をすぐに捨てるのではなく、雑巾として
再利用したり、美術部で絵を描く際の作業用布として活用したりするなど、身近な工夫から取り組みたいと思う。また、今回のグループ活動で、UNIQLO や GU の店舗で
は不要になった衣類を回収し、リサイクルにつなげる取り組みがあることを初めて知った。こうした具体的で実践しやすい情報を知ることで、自分に合った形でSDGsに貢
献する方法を見つけやすくなると感じた。今後も身近なところから行動を積み重ねていきたい。

令和８年度

食品ロスを削減するため、食材を可能な限り余すところなく使うことや購入した食材は消費期限を把握し使い切ること、食べ残しは出さないことは簡単に取り組むことがで
きます。また、そのような資源を無駄にしないという考えは他の分野でも活用できると思います。食べ物に限らず服や物に対しても同様に、購入後は大切に扱い長期間利
用することも私自身が取り組めることである。一消費者として「つくる責任　つかう責任」を心がけ生活を送りたいです。

令和８年度

服が欲しくなった際に、安いシーインなどのアプリを使って買ってしまうことがありますが「安いから買う」という思考回路が大量生産、大量廃棄に繋がるので、これからは
ただやすさを求めるのではなく、買う前にクローゼットと向き合い似たような服がないか、他の服の組み合わせで満足できないから、などを考えた後で購入するかどうかを
決めようと思いました。

令和８年度

近頃、一人一人の行動に留まらず、国が経済や技術発展を求めすぎていると考える。例えば、家電製品や交通手段など、技術の発展と環境は、深い繋がりがあると感じ
た。そのため、技術が発展する上で、環境にいかに影響を与えるかという前提を組み込む必要があると考えた。また、消費者がいかに意識的に行動するかで、周りにそ
の意識が広がり、国がその目標に向かって暮らしていくと感じた。
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令和８年度

私は、性別や国籍に関係なく、いろいろな人と直接話をして仲良くなることを大切にします。相手を「〇〇人だから」「男（女）だから」という決めつけで見ず、一人の友人とし
て尊重すれば、ジェンダーや不平等の問題はなくなっていきます。そうして多様な人たちが助け合える関係を作ることは、誰もが安心して楽しく暮らせる「住み続けられる
街」を支える一番の力になります。

令和８年度

私が取り組めることは、主に三つあります。一つ目は、買い物の際にマイバッグを持っていきプラスチックの廃棄を減らすことです。二つ目は、ペットボトルの使用を減らす
ことです。三つ目は今回の授業で学んだファストファッションについてで、毎週きまった曜日に決まった服を着るということを行うことによって、服の大量廃棄を減らすことに
貢献したいと思います。

令和８年度
気候変動に具体的な対策を講じるために、マイボトルを持ち歩き、これからは極力自販機でペットボトルを使わないという取り組みをしていきたい。また、私の家ではよく
お洒落な箱や瓶のお菓子を買うことが多いので、そのようなものを小物入れなどにして再利用するという取り組みも続けていきたいと思う。

令和８年度
企業や政府とは異なり、私たち個人は一人で莫大な量のエネルギーを節約する必要はなく、日々の少しの取り組みで十分な効果が生まれると思う。私はシャワーを浴び
ていない間でも常に水を流したり、学校に行くときもエアコンをつけたままにしたりする習慣があるが、少し我慢してその習慣をやめてみる！

令和８年度
グループの中でも話し合いになったが、毎日ペットボトルを買うより水筒を持参することでプラスチックの廃棄を防げるし節約もできるので良いと思う。また、プラスチック廃
棄をすることでCO2排出に繋がり気候変動まで繋がっていく可能性があるのでそういった面でも防げるので大切だと思う。

令和８年度

流行に合わせた服を買うのではなく、本当に必要かどうか考えてから新しく服を買うこと。
着なくなった服は捨てるのではなく寄付したり雑巾など形を変えて使えるようにしたりする。
マイバッグやマイボトルを使用し、プラスチックゴミを減らす。

令和８年度
私はできるだけ人がいない場所の電気を消すように心がけています。それは、電気代の節約にもなるし、SDGsの7の目標「エネルギーをみんなに、そしてクリーンに」にも
つながると思います。

令和８年度
私自身が取り組めることはやっぱり「ロス」という部分で、私自身が食べ残し、服をすぐに捨てる習慣、ペットボトルを使う回数を減らしていくことが1番手っ取り早いし大事
だと思いました。
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令和８年度
環境面においては、マイバッグやマイボトルを使用することで、必要以上の資源消費を減らすことができる。また、食べ残しをしないよう心がけることで、フードロスの削減
にも貢献できる。

令和８年度
買い物をする際はマイバッグを持ち、ペットボトルではなく水筒を使う。できるだけ賞味期限が近い食材を購入し、野菜などの生鮮品は加工し冷凍保存して食材の廃棄を
なくす。

令和８年度
衣服や、そうでないものでも、何か新しく物を購入するときは、本当にそれが必要かどうか考えてから、なるべく無駄な消費をしないように気をつけたいと思います。

令和８年度
食べれる分だけ食べる。しっかり考えてお買い物をする。ポイ捨てはしない。いらなくなった服は捨てずに何らかの形で再利用できるようにする。

令和８年度
ものを買うときに、これはいつどんな時に使うのかや新しいものを買う必要があるのかを熟考することで、無駄なゴミを出す量を減らす。

令和８年度
すぐ着なくなるような服は買わない。まだ使えそうだけど使わないような服はリサイクルショップに持っていったり、メルカリで売る。

令和８年度
マイバッグを使い、プラスチックごみの削減に取り組む。電気や水などの資源を無駄使いしないように心がける。

令和８年度
使わなくなった本や文房具を寄付したり、教科書を売ったりすることで教育格差をなくし、ごみ削減にも繋がる



年度 私のSDGs宣言

令和８年度
流行のものばかり買って使い捨てせず、リサイクルしたりリメイクしたりして長く使えるようにする。

令和８年度
着ない服や小さくなった服があれば捨てるのではなく、リサイクルやリメイクすることを心がけたい。

令和８年度
着なくなった服はリメイクして使うか友人にあげる。
服を買う時に本当に必要かどうかを考える。

令和８年度
ペットボトルを買わない。水筒を常に持っておく。
食べ残し、多く作らない。食べれる分だけ。

令和８年度
極力マイボトルで生活する買い物をするときに本当に必要かどうか長く使えそうか考えて買う

令和８年度
折り畳み傘を持ち歩いて、なるべく、ビニール傘を買って失くす、というのを減らしたい。

令和８年度
衣服は長持ちするかつ長く使いたくなる質の良いものを買う。節水シャワーヘッド導入！

令和８年度
安いからと言って、服を使い捨ての対象という認識から外すこと。ものを大事に使う。
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令和８年度
環境に配慮した素材を使い、働く人たちの人権が守られている会社の製品を買います。

令和８年度
外出時にマイボトルを持つことと、シャンプーや柔軟剤の詰め替え用製品を利用すること。

令和８年度
挑戦的な買い物を控える(実際着られるか着れないかわからないが買ってみるなど)

令和８年度
ペットボトルを良く買ってしまうけれど、自分の水筒を持ち歩くようにしたい。

令和８年度
3Rの徹底、使い捨て用品の使用を控える、節水、節電（日中の活動）

令和８年度
必要なものを必要な分だけ、食べる分だけ購入し、消費する。

令和８年度
ペットボトルをなるべく使わず、できるだけ水筒を使う。

令和８年度
マイバッグの携帯と長期的な目でモノを購入すること。
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令和８年度
週に一度、冷蔵庫の食材だけで料理する日を作る

令和８年度
マイボトルとマイバッグの持参を心がける

令和８年度
全ての人を尊重し、身近なことからコツコツと行動する。

令和８年度
1つのものを長く使えるように心がける

令和８年度
いい服を買って、長い期間着る！！

令和８年度
服を捨てるのではなく、売りに行く

令和８年度
マイボトル持参でゴミを減らす

令和８年度
フードロスをなくすこと
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令和７年度
私は身近なところからSDGsに取り組みたいと思います。例えば、電気の節約やプラスチックごみの削減、リサイクル活動への参加など、環境に優しい生活を心がけま
す。また、SNSなどを通じてSDGsの重要性を発信し、周囲の人々にも意識を広めていきたいです。募金活動やボランティアへの参加も積極的に行っていきます。

令和７年度
多様性を受け入れる
知る姿勢を大切にする
教育に関心を寄せる

令和７年度
ここでは、アルバイトの経験からできることをまとめました。お客さんにリユーザブルバッグのおすすめをしたり、紙レシートではなく電子レシートを提供することで、森林伐
採や余分なゴミを生むことを抑制できればなと考えます。

令和７年度
私の地域はゴミの分別に厳しくありません。しかしゴミを捨てる時や洗い物をする時、そのまま油などを流すのではなく汚れを拭き取ってから捨てたり、スーパーなどでゴ
ミの分別がされているところまで持って行くなど少し面倒なことでも心がけて行動することで自分たちの手で良い環境作りをすることができると思います。

令和７年度 インスタグラムのストーリーや投稿に「#BlackLivesMatter」に関するものをシェアすることが今の私にできる行動の一つです。

令和７年度
・服のリサイクルや募金活動などを行なっている団体、企業への協力。
・環境に良い商品や製品を選択する。
・人種差別やジェンダーへの理解を深め、センシティブな内容の発言を控える。

令和７年度 公共交通機関を使う、マイボトルの持参、政策を変えるために選挙に参加する。

令和７年度

私にできるSDGsの取り組みとしては、
①紙のレシートをなるべく受け取らない。
②授業の資料はタブレットを活用し、Google Classroomから直接ダウンロードする。
③紙パックの飲み物容器は洗って乾かし、資源回収に出す。
の3つです。

もちろん、紙の手帳や、試験対策に向けたノートのように、紙の方が覚えやすくて使いたいと感じる場面もあります。そういった場面での電子化にはまだ抵抗があります
が、先ほど挙げた3つの行動であれば、私にも無理なく取り組めるSDGsの実践だと考えます。
日常の中の小さな行動であっても、一人一人の積み重ねがSDGsの一歩になると私は思います。
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令和７年度 自分の周りの人を知っていって違いを受け入れる体制を身につける。周りの人を笑顔にする。人種、信仰、考え方の違いについての知識を身につける。

令和７年度
環境を守るという点については、私はエアコンをなるべくつけないようにしたいと思います。冬では、例えば、夜寝る時に寒い時は、湯たんぽを布団の中に入れておくなど
して、できるだけエアコンの使用を控えるようにしようと思います。

令和７年度

ジェンダーについてよく知るために、調べる。
ポイ捨てをしない。
買い物をする時はマイバッグを持っていく。
エアコンは自分に厳しく使う。

令和７年度
私が自身で取り組める行動は、世界で起こっている諸問題や、グローバルな問題を知ることです。それにより、SDGs達成に不足していることや、それに必要なことを把握
でき、その状況下において、より効果的な行動に取り組めると思います。

令和７年度
食料や衣服を残したり、無駄に買ったりせず、フードロスを無くす行動や他人に渡るように工夫をすることは大事だと思う。また、企業が提案している取り組みに自分自身
も積極的に参加することで、SDGsへの貢献につながると思う。また、ジェンダーに対して理解を深めた上で、センシティブな内容は口に出さないや、話題にしないという意
識を高めていくことや、知る姿勢を大事にしていくことも大切だと思いました。

令和７年度

私自身が取り組める行動として、まず「知ること」と「伝えること」を意識したい。SDGsが掲げる課題は一見大きく、個人で何ができるのか分かりにくいが、だからこそ、まず
は現状について関心を持ち、調べることから始めるべきだと考える。そして、それを友人や家族と共有し、身近なところから対話を生むことで、周囲の意識を変えていく力
にもなる。

また、日常生活の中で取り入れられる行動として、環境に配慮した買い物（エコ商品やフェアトレード製品の選択）、ゴミの分別、エネルギーの節約を徹底することなどが
ある。私は大学内で使い捨てプラスチックをなるべく使わないよう心がけており、マイボトルやマイバッグを持ち歩いている。

さらに、将来的には教育に関わる活動を通じて、すべての人が平等に学べる社会の実現に貢献したいと考えている。小さな行動の積み重ねが大きな変化につながると信
じ、身の回りの問題に関心を持ち続けながら行動していきたい。

令和７年度

難しい地域にはzoomでオンラインレッスン等が実現できればいいなと思います。私自身、現在子供英語教室で講師としてアルバイトをしており、そこでも遠方からオンライ
ンレッスンを受けている子供が沢山います。なので私も講師として勉強を教える手助けをしたいです。
また、差別への私たちの世代の認知度をあげることも課題だと思うので、そういったところでは他の班でも発表で言っていましたが、私たちが1番身近であるSNS発信が若
者の目にとまりやすいのかなと思います。
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令和７年度 正しく使われる慈善団体への募金や、ＳＮＳを通しての発信、又、その問題に対して深く学び、正しい知識を身につけること

令和７年度
自身が取り組める活動としては、無駄をなくすことだと考えます。例えば、食べ物の食べ残しをしない、服のリサイクルをするなどがあげられます。簡単なことと感じます
が、これを一人ひとりの人々が行ったら大きな変化をもたらすことが可能と思います。例えば、ユニクロなどの企業が行っている服のリサイクルボックスの設置で、お客さ
んが服のリサイクルをすることによって、SDGsの達成に近づけることができると考えます。

令和７年度
現状を踏まえ、わたしができることとして、食品を必要な分だけ買う、マイバック・マイボトルなどを持ち歩くことができると考える。また、わたしはアパレルのアルバイトをし
ており、紙のレシートの代わりに電子レシートをおすすめする、リサイクルボックスの存在を宣伝するなど、働く側からのアプローチも行っていきたいと考えている。

令和７年度

マイボトルの使用や4Rを徹底する。リサイクルを意識しごみの分別を行い、リユースするため要らなくなった服は捨てるのではなく必要な人に回し、いらないものは買わな
いようにする。また、選挙に参加することで、SDGsに対して取り組んでくれる行政に変えていく。

【自分の知っている情報を伝える、他者に共有する】
情報に触れるまでのハードルが高く、SDGsの存在は知っていても内容までは知らないことが多い。そのため、自分から発信していくことで他の人が知るハードルを下げ、
他者と共有し合うことで自分自身に新しい考えを取り入れることができると思う。

令和７年度

まず、様々な団体がいろんな問題の解決のために動こうとしていることを知るべきだと思います。ちゃんと正しい知識を身につけてから少しの金額でも募金をしたり、ボラ
ンティア団体に参加するべきです。ちゃんと知って行動することによって人ごとのように思っていたことが自分ごとのように考えることができます。次に、分別をしっかりする
ことが大事です。分別は簡単にすぐにできる行動だと思います。分別することによって、資源の節約になり環境を守ることができます。最後にマイバックを持つことも必要
だと思います。そもそも環境に良くない可能性のあるポリ袋を買わないことは地球を守ることに繋がると私は考えました。

令和７年度

自分は主に衣服の大量廃棄に着目していて、セカンドストリートなどのリサイクルショップを利用することで大量廃棄が少なくなるのであると考えました。また、自分はluck
rackというアパレルショップでアルバイトをしています。ここはオフプライスストアというもので、メーカーやブランドなどからの余剰在庫であったり、販売時期が過ぎた商品
などを多く集めて、安く販売しています。つまり本来捨てられるはずであった商品達が、また商品として並んでいます。こういったお店を使うこともSDGs達成に寄与するの
ではないかと考えました。

令和７年度
世界レベルを考えると、英語を使えるということは必須になると思います。私は英語を勉強していて、日常会話程度なら英語を使うことができるし、海外に行ったり英語で
交流したりすることが好きなので、まずは日本で行われているSDGsのイベントに参加したり、将来は海外で行われているSDGsの活動に参加したいです。



年度 私のSDGs宣言

令和７年度
まずは自分のSDGsに対しての当たり前の基準を上げることである。例えばペットボトルの処理、水の使い方など。これが全員できればSDGsなどここまで謳う必要はなく
なると思う。そして、SDGsについて深く学ぶことである。課題としてSDGsウォッシュという言葉が出てきていたが、私もその1人だと思う。だからもっと深掘りしていき、SDGs
の意義と今後の活動を学んでいく必要があると感じた。

令和７年度
・ユニセフに募金する
・使わなくなった電子端末をリサイクルする

令和７年度 紙を使わず大学の授業に取り組みます

令和７年度
私は個人的に飲食店でアルバイトしているため、環境のために自分が取り組める行動として、食材の廃棄を少なくすることや、水や電気などエネルギーの使用を節約す
ることができると思います。また、個人的には公共交通機関を使用する、食材を買いすぎない、マイボトルを使用する、エコバックを使用することに取り組めると考えまし
た。

令和７年度
私が取り組める行動としてマイボトル、マイバッグを持ち歩くことがある。それにより、ペットボトルやビニール袋の消費量を減らすことができると考える。またゴミの分別も
大切だと感じた。これらひとつひとつは私たちが少し意識するだけでできる対策である。

令和７年度 私たちが日頃買っている商品が、誰がどういう環境で作っているのか知ることで、使う責任と買う責任を持ちます。

令和７年度

取り組める行動

１　相手を思いやった行動をとる
２　周りの人にSDGsについて話してみる
３　小さいことでも継続してやってみる
４　必要なものだけ買う
５　自分にできることはほかにないかどうか考えてみる
６　ボランティアに参加する
７　実際に問題が起こっている場所に行ってみて、実体験してみる
８　ゴミを拾ったり、あまり出さないようにする
９　SNSを通じて、SDGsについて多くの人に知らせる
10　ペットボトルを使わず、マイボトルを使ってみる
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令和７年度 募金、ボランティア、フェアトレード商品を積極的に購入する、世界の現状について調べる、3R、公共交通機関を使用する

令和７年度

・電気・水を使いすぎないようにする。
・エコバックを使う。
・SDGsの各項目について学び理解する。
・食べ残さない。

令和７年度
SDGs達成のために私ができることは、自分から発信していくことだと思います。友達や身近な人に社会の問題について話したり、SNSで自分の考えを共有したりすること
で、世界ではたくさんの問題が起きているということに気づいてもらうきっかけをつくることができます。一人ひとりが発信していくことで、少しずつですが、周りの人の意識
を変えていくことができると思います。

令和７年度
私は英語が話せることに加え、大学でSDGsや国際協力について学んでいることから、SDGsに関する取り組みにおいて多くの強みがあると考えています。そのため、ただ
ニュースを見て関心を持つのではなく、実際に貧困地域に足を運び、自分にできるボランティア活動を行いたいです。そしてその経験を発信することで、多くの人に課題の
現実を伝える役割を果たしたいと考えています。

令和７年度 主体性を持って日常に起きていることを自分事の話にするために国内外問わず、状況が知れるような学び・活動を通して現実を知る。

令和７年度 フェアトレード商品についてよく知り、積極的に生活に取り入れる！

令和７年度

まず、SDGsについて知ることが一番重要なことである。SDGsとは何かを具体的に説明することができる人は少ないと思うので、まずは世界にはどんな課題があるのか、
どのような方法を使ってそれらの課題を解決していくべきかを考える必要がある。自分たちだけの力で世界を大きく変えることは難しいが、少しの意識で世界を少しずつ
変えることができる。例えば、水や電気を使いすぎない、使わない時は電気を消したり水道の水を止めるなどである。そのほかにも、プラスチックゴミ削減のために、でき
るだけマイバッグ、マイボトルを持参することもできる。また、食べ物を残さないことでフードロスを削減することができる。このように、少しのことでも自分たちにできること
は必ずあるので、少しずつできることから活動していくべきだと考えた。

令和７年度

私は身の回りのものを大切に扱うことと毎日世界のニュースをチェックすることに取り組みたいです。まず身の回りの物にを大切に扱うことで、環境や自然を守ることにつ
ながります。またものを大切に使うという気持ちは、周りの人に対しての気持ちにもつながり、心に余裕ができると考えます。毎日世界のニュースをチェックすることは、今
起こっている社会問題を深く知るきっかけになるからです。SDGsの目標は問題を根本から理解し、問題が起こっている地域の目線になって考えないと解決できません。
なので、ニュースをチェックすることでSDGsへの意識を高めることができると思います。
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令和７年度 ファストファッションが流行っている中で新しい洋服を買う際セカンドストリートやフリマで取引をする、逆の立場でも捨てるのではなく売ったり譲ったりするなどする。

令和７年度
まず私が取り組めることは1つ目は募金、2つ目はフードロスを減らす。3つ目はごみの分別、4つ目は、エコバッグ・マイボトルを使う、５つ目は人種や宗教への固定概念を
なくす、つまり多様性について考えるなど、上記した個々が意識して取り組めることを積極的にしていこうと思います。

令和７年度

これらの問題に対して、自分ができることは決して大きなことではないかもしれないが、日常の中で意識を持って行動することが第一歩になると感じています。例えば、水
を出しっぱなしにしない、必要以上に物を買わないといったシンプルな行動も、持続可能な社会に向けた実践のひとつだと思います。また、SNSや会話の中で無意識に差
別的な表現を使っていないか、自分の言動を見直すことも大切です。軽い冗談のつもりでも、誰かを傷つける可能性があるという意識を持つことが、今の多様な社会に求
められている態度だと感じました。小さなことでも積み重ねていくことで、自分なりのSDGsへの関わり方ができると思うし、それが将来につながる行動になると信じていま
す。

令和７年度
食品を買うときに賞味期限が近いものから選ぶ。
フェアトレード商品を買う。

令和７年度

私は現在、アルバイトで学童保育に関わっています。その中で、子どもたちにSDGsについて学んでもらえる機会をつくろうと考えています。例えば、簡単な授業を行った
り、動画を作って一緒に見たりすることで、楽しみながら学べるように工夫したいです。また、自分自身も着なくなった服をリサイクルに出すなど、身近なところから行動を
始めています。そして、もし将来、自分に子どもができたときにも、「SDGsとは何か」「なぜ大切なのか」をしっかり伝えられるように、今から学び、行動することが大切だと
感じています。

令和７年度
まず、SDGsについて調べて、自分が取り組める活動を知る。
マイボトルの持参や未利用魚を活用するサブスクの利用など、SDGs達成につなげられる行動を積極的に行い、周りにその行動を広げていく。

令和７年度

・ゴミ拾いやゴミ拾いボランティアへの参加
・募金
・エコバッグの使用
・レシートの電子化
・ゴミの分別
・マイボトルなどのマイ〇〇を持ち歩く
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令和７年度

・ゴミ拾いやゴミ拾いボランティアへの参加
・募金
・エコバッグの使用
・レシートの電子化
・ゴミの分別
・マイボトルなどのマイ〇〇を持ち歩く
・買い物をする時必要なものだけ買う

令和７年度
私がこれから取り組める行動としては、まずSDGsに関する情報を積極的に知ること、そしてそれを周りの人と共有することだと思います。ニュースや本、ネットを通じて正
しい知識を得て、それを家族や友人、SDGsについてまだ知らない子供たちに話すことで、身近なところから意識を広げていけると思います。また、日々の生活でもエコ
バッグを使う、ごみを分別する、食品ロスを減らすなど、小さなことから行動に移していきたいです。

令和７年度
各ゴールに対する問題を知り、少しずつでも自分にできることを探し、実践する。また、少しでもそのような人が多くなり、みんながSDGsに対する意識を持てるようにSNS
などを用いて、各問題について考えるきっかけを発信する。

令和７年度 食べ物や服を自分の必要な分だけ買い、ロスをなくすこと。

令和７年度
各ゴールにおいて、日本を含め、どの国がどのような状況にあって、日本がどのような支援をしているのかなど知識を深めること。
食べ残しをしない、エコバッグ・マイボトルをつかう、地産地消など日常ですぐにできることを心がける。

令和７年度
私たちができる活動としては黒人の差別の対象となっているBlack Lives Matterなどの発信を自発的に行うことや、世界で何が起こっているかなどのニュースを見て、世
界情勢を知ることです。

令和６年度 飢餓をなくすために、食べ物を残さないようにする。

令和６年度 ご飯を残さないようにします。

令和６年度 不要なゴミを減らすべく、お気に入りのエコバッグを持ち歩きます。
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令和６年度 トイレットペーパーの使う巻数を減らす。

令和６年度 スーパーでは消費し切れる量を買う。

令和６年度 食べ物を購入する際は必要な分だけ購入し、実際に調理する際も余らないように気をつけたい。

令和６年度 マイバッグ、マイボトルを必ず持ち歩いて、環境を守る！

令和６年度 服は捨てるのではなく譲ったりリサイクルに出したりする。

令和６年度 4.みんなに平等な教育を！

令和６年度 飢餓などで苦しむ人の問題を解決するために、日頃から少しでも食品ロスを減らすということを徹底したい。

令和６年度
最近はマイバッグを持ち歩くようになり、コンビニエンスストアやスーパーでレジ袋を買う頻度が減りました。しかし毎日のようにペットボトルの水を買っているので、マイ
バッグを持参するようになってもペットボトルを毎日買い普通のゴミ箱に捨てているようでは意味がないと思いました。そのため、授業後にマイボトルを買おうと決心しまし
た。

令和６年度 食べ物の買いすぎ、頼みすぎを防いでフードロスをなくし、ゴミを減らすことにもつなげる。

令和６年度 ペットボトルを使わないように水筒を使う。

令和６年度 お風呂のお湯を洗濯や拭き掃除に使う。
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令和６年度 自分が持っている食材などをきっちり把握し、必要以上に調達せず、腐らせることを避ける。

令和６年度 買い物に行く時にはエコバッグを持参する。

令和６年度 ファストファッションを買わない！

令和６年度 いつもコンビニなどでビニール袋に入れてもらうので、マイバックを持ち歩くように心がける。

令和６年度 買い物をする際にエコバッグを必ず持ち歩いて、プラスチックのストローやスプーンを貰わない。

令和６年度
SDGsの達成に向けて、17のゴールを一度に把握し、全てを視野に入れて活動することは難しいと考えました。それでも、本当に身近なことをすることが大事だと改めて痛
感しました。もし、私にできることがあるとするなら、節約から入ると考えています。

令和６年度 学校にマイボトルを持参する。

令和６年度 必要以上の物や食料を買わない。

令和６年度
私は海の平和を守りたい。例えば海洋プラスチックゴミなどの自然に悪い有害物質を人間の力で排除していき、人だけでなく海洋生物も暮らしやすい世の中にしていきた
いと感じた。

令和６年度 ペットボトルを買わずにマイボトルを持ち歩く。

令和６年度 マイバッグ、マイボトルの持参を徹底する。
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令和６年度 私はお風呂に入る時間が遅く、よく追い焚きしてしまうので、できるだけしないようにしてガスの消費を減らしていきたいです。

令和６年度 マイボトル・マイバックを持参する。

令和６年度 手洗いの際にもこまめに水を止める。

令和６年度 原料がリサイクルされている商品を積極的に購入する。

令和６年度 家電などの電子機器類の調整をこまめにする。

令和６年度 食品を買いだめしない。

令和６年度 バイキングでいっぱい取りすぎない。

令和６年度 食品ロスを減らすために、買った商品はなるべく消費期限内に使い切る。

令和６年度 貧困について、世界だけではなく、日本で起きている貧困について知る。

令和６年度 フードロスを防ぐために、ホテルなどの朝食バイキングなどで、食べ残しがあった際に罰金を設定する。

令和６年度 フードロスをなくすために、賞味期限を気にしながら食品を購入する。
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令和５年度 お風呂に入る時間を可能な限り時間をかけずに済まし、水を大切に使います。

令和５年度 必要以上に服を買わない！

令和５年度 フードロスを減らす、食べ切れる量の食料を買う。

令和５年度 ゴミや、プラスチックの削減などできることを身の回りで行うこと。ゴミはきちんと分別するなど簡単そうで以外としていないことをする。

令和５年度 私は普段から大きめのカバンを持ち、買い物袋をもらわないようにします。

令和５年度 私はステレオタイプをなくし男女問わず平等に1人の人間として接していく。

令和５年度 日本人だけでなく、外国人労働者を含む働いている方に感謝。

令和５年度 コンビニなどで商品を買うときに、前から取り、自分が食べられる分だけを購入する。

令和５年度 地球温暖化を防ぐために電気代の無駄遣いを防いだり、買い物に行く際、ビニール袋をもらうのではなくエコバッグを持参したりと身近な対策に貢献する。

令和５年度 食品ロスを防ぐために、食べ物を多く買いすぎない、作りすぎない、頼みすぎないことに気をつけたいと思います。

令和５年度 食品ロスを減らすために食品を買う際にはその時に必要な量だけを買うように努める。
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令和５年度 新しい服を買って、前のものが不要になった際は、セカンドハンドショップに持って行って捨てることのないよう心がける。

令和５年度 商品を手に取る際に、どんな材料でどんな環境で作られているのかがしっかりしているものを買うようにする。

令和５年度 出かける際は、マイバッグを持ち歩きます。

令和５年度 マイボトルを持参する。

令和５年度 必要以上の食料を買わない。

令和５年度
環境汚染を抑制するためにゴミを減らす努力をする。さらに環境汚染の原因であるco2を出さないように、プラスチック製のものを使わないように、レストランやカフェで紙
製のストローを使うことや、レジ袋を使用せずに、エコバッグを必ず持ち歩くことを心がける。環境汚染の進みが遅くなるよう努力する。

令和５年度 賞味期限や自身の適した量に合わせて食材や消耗品を購入する。

令和５年度
私は、飲食店でアルバイトをしているのですが、特に食べ残しが多くあります。そのため、私はフードロスを防ぐためにしっかり食べれる量を注文して頂くことを目的として
接客をしていきたいと思います。

令和５年度 バイキングで食事するときは自信が食べれる以上の量は取らないようにする。

令和５年度 飲食店のバイト先で食材を仕込みすぎないで、客数を予測してから適切な量を作る。

令和５年度 レストランなどで食べ物を注文する際に、一度にたくさん頼むのではなく、十分に食べきれる量を頼むことでフードロスを防ぎ、ゴール１２（飢餓をゼロに）を心がける。
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令和５年度 買った材料で料理を作りすぎず、食べ切れる量を調理する。

令和５年度 ごはんを食べるときは、食べ物を残さないようにする。

令和５年度 自炊する際は、食べられる分のみ、作るように心がける。

令和５年度 外食をする際に、自分が完食できる分の食べ物だけを注文する。又、店側の視点として食べ物を残すお客さんに対して追加料金を払わせる政策をとる。

令和５年度 地域コミュニティの活性化による人間関係の希薄の解消を志す。

令和５年度 食品ロスを減らすために、今必要な分だけを購入し、衝動買いをしないようにする。

令和５年度
私はよく、その日に作りたい料理を作って、冷蔵庫にいつも使わなかった材料が残ったままになって、結局ゴミ箱に捨ててしまうことが多くあったので、私の希望する料理
ではなく、冷蔵庫に残っている材料で作れる料理から作っていく。

令和５年度 私は自炊をよくするのですが、毎回使う分だけの食材を買い、材料が余らないようなレシピを考えるようにしようと思います。

令和５年度 陸の豊かさを守るために植物や生態系を守るためにポイ捨てをしないことと、ポイ捨てを撲滅する運動をしようと思います。

令和５年度
子どもの貧困をなくすために、負の連鎖を止める。そのためにも、まずは女性の貧困や男女格差を是正する必要がある。子どもが経済的理由や生まれの地域によって
制限なく、平等に教育を受ける機会を与えられるよう、将来的にこれらの問題解決に向けた取り組みに直接関与したい。

令和５年度
ゴール2の飢餓をなくそうというのは私自身の行動で取り組めると考える。例えば、ユニクロなどに行くといらなくなった服をリサイクルして、貧しい人々に届けたりすること
ができるシステムがある。自分はこれから自分が着れなくなった服などをそのような活動に支援をしていきたいと宣言する。



年度 私のSDGs宣言

令和５年度
着なくなった服、着れなくなった服をすぐに捨てるのではなく、タオルとして使ったり、フリマアプリを活用したりする。ユニクロなどでは衣料寄付boxを設置しているので利
用する。

令和５年度 昔の人たちが守り抜いてきた自分の生まれた町を守り抜き、後世の子どもたちにも託していく。

令和５年度 食品を取り扱うときになるべく失敗しないことで廃棄を減らせるよう努力し、お客様に提供する

令和５年度 分別をする、なるべくプラスチックを使わないようにマイバックやマイボトルを持ち歩く、物を長期的に使い、不要になったものやリサイクルや寄付に回す。

令和５年度 消費期限切れで食品を捨ててしまうことがないように、しっかりと管理し、自分で消費できる最低限必要な分だけ買うようにする。

令和５年度 日常生活のなかで常に自分の身の回りが綺麗な状態であるようにゴミ捨てや家の掃除を率先して行うようにする



年度 私のSDGs宣言

令和４年度 働く人が安心して生活できる、子育てができる町・労働環境の整備

令和４年度 買った食べ物は消費期限内に全部食べきる

令和４年度 レジ袋の有料化のように、プラスチック削減につながるマイバックの持参、マイボトルの使用を心がけます

令和４年度 紙ストロー利用のようにプラスチックの使用をできるだけさける

令和４年度
食事を一切残さない
食べられることを感謝する

令和４年度
世界での飢餓問題、日本での食ロスは今日でも大きな課題として残されたまま
そこで、まずは日本で身近に「廃棄寸前の食品から購入する」よう心がけたい

令和４年度
生産者側と消費者側、両方が責任を持ってモノをつくり、つかう。
リユース、リデュース、リサイクル

令和４年度 ゴミや環境汚染につながる物を減らし、きれいな街づくりを目指す

令和４年度 無理しすぎず、日本なりの経済成長をする。毎日の残業で仕事を間に合わせるのではなく、効率よく、意味のある働き方をする

令和４年度 マイタンブラーなどを利用し、ゴミを減らす

令和４年度 マイバッグを利用し、プラスチック削減に協力する



年度 私のSDGs宣言

令和４年度 服を含めたモノをよく考えてから買い、長く大切に使い続ける

令和４年度 節水や洗い方を工夫して、水を大切に使います

令和４年度 買い物をする際、マイバックを持参する！

令和４年度 食べ物を残さず食べる（食品廃棄を減らす）

令和４年度 地球温暖化が進行する中で、世間があまり重要視されていないからこそ、個人で、CO２の排出を防ぐ（エアコン、ガス、食べ残し、節約）を心がける

令和４年度 食生活に気を付け、適度な運動をする

令和４年度 差別の撤廃を行い、一人一人の意見を尊重

令和４年度 世界には飢餓で苦しんでいる人々がいるということを念頭に置き、作る責任、そして、使う責任についてもう一度考え、フードロスを削減する

令和４年度
住み続けられるまちを作るために、ポリ袋をエコバックに、ペットボトルを水筒で代用していきます。ごみを捨てるべき場に捨てるのと同時に、ゴミがあれば積極的に拾い、
捨てるべき場に持っていきます

令和４年度 飢餓をゼロにするために、食べ残しをしない！

令和４年度 地元や大阪産の野菜や食べものを積極的に無駄なく食べ、環境問題、地方創成に取り組む！



年度 私のSDGs宣言

令和４年度 環境を良くするために、タバコのポイ捨てをしない

令和４年度 100円ショップや３COINSで手軽に便利なモノが買える時代になったからこそ、簡単に購入せず、本当に必要なものか、長く使えるモノかを判断してから買うようにする。

令和４年度 食料廃棄を減らす。具体的には、バイト先のコンビニの廃棄を減らす

令和４年度 どこにいても自然を感じられる国に

令和４年度 スーパーなどへ行く時はエコバッグの持参

令和４年度 固定観念にとらわれず周りの人、環境に気づかえる行動を心がける

令和４年度
使用したゴミの分別や食べる事ができない量の食事を作る、頼んだりして残さないようにする。また、国間での差別をなくすためにお互いの文化を理解するとともに受け
入れ、平等に接する。

令和４年度 使った後や食後に出る廃棄物をできる限り減らし、食事も牛乳でなく豆乳などを飲むようにすることで、周りの環境をキレイにしていく

令和４年度 現在している学習塾のアルバイトで、生徒に質の高い授業を届けたいです。学習において誰も置いていかれない環境づくりに貢献します

令和４年度 男女平等の社会を作っていきたいです

令和４年度 ゴミを減らすために、エコバッグやマイボトルなどを使用する



年度 私のSDGs宣言

令和４年度 マイバッグ、マイストローを積極的に持参し、プラスチックごみを削減する

令和４年度 ジェンダー差別を無くしていきたい

令和４年度 食べ切れる量の食品しか買わない、頼まない

令和４年度 5/22日より毎月こども食堂を子育て支援センターで行う（クレオ大阪）

令和４年度 カップラーメンの汁を捨てるのではなくおいしく頂きたいと思います

令和４年度 心身共に豊かな生活を送るようにすること。常にSDGｓのゴールを意識すること。特に環境、社会問題

令和４年度 女性が活躍できる社会。女性が男性と同じ地位、女性だからといって決め付けで能力を判断されない社会を目指したい

令和４年度
マイバックを持参する。現在、スーパーだけでなくユニクロやショッピングセンターなど多くの場所で袋を買う必要がある。それだけ日本はプラスチックの削減に取り組んで
いると考える。だから新しく消費する必要のないことはできるだけ持参して削減したい

令和４年度 プラスチックバックは出来るだけ使用せず、常にエコバックを持ち歩くようにする!!

令和４年度 食品ロスを削減し、出来るだけ多くの人に食料が行き渡るように心がける

令和４年度 職業差別を無くしたい



年度 私のSDGs宣言

令和４年度 飲食店の発注ミスなどによる、フードロスの削減

令和４年度 買い物の前に冷蔵庫の中を確認して無駄買いを防ぐ

令和４年度 国際交流の場を今後も提供する


